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兵
庫
県
知
事　

井
戸
敏
三
氏

　

豊
岡
市
日
高
町
十
戸
に
て
、
わ
さ
び
を
栽
培

し
て
い
る
北
村
宜
弘
氏
で
す
。

　

十
戸
地
区
は
、
神
鍋
高
原
の
麓
に
位
置
し
、

「
十
戸
の
清
水
」
と
言
わ
れ
る
毎
秒
700
ℓ
に
及

ぶ
豊
富
な
湧
き
水
に
恵
ま
れ
、
古
く
か
ら
こ
の

地
区
の
暮
ら
し
や
産
業
を
支
え
て
き
ま
し
た
。

　

北
村
家
の
わ
さ
び
栽
培
の
歴
史
は
古
く
、
江

戸
時
代
中
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
現
在
は
33

ア
ー
ル
の
わ
さ
び
田
を
経
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
村
家
の
わ
さ
び
田
は
、
標
高
80
ｍ

の
自
宅
裏
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
日
本
一
海
抜
の

低
い
わ
さ
び
田
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
、
夏
の
高
温
や
降
雨
時
の
湧
き
水
の

濁
り
に
よ
る
病
気
の
発
生
や
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
出
荷
量
の
半
減
な
ど
厳
し
い
経
営
状
況
で
す

が
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
三
百
年
続
い

た
わ
さ
び
田
を
守
り
続
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

表
紙
の
写
真
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主
な
ご
功
績

　

平
成
10
年
に
兵
庫
県
木
材
青
年
ク
ラ

ブ
会
長
就
任
以
来
、
姫
路
木
材
仲
買
協

同
組
合
専
務
理
事
等
を
歴
任
さ
れ
、
幅

広
い
人
脈
を
活
か
し
て
、
木
材
利
用
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

姫
路
木
材
協
同
組
合
の
副
理
事
長
と

し
て
、
組
合
創
立
100
周
年
の
記
念
誌
の

編
纂
・
発
行
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

組
合
員
の
参
加
と
団
結
に
力
を
注
が
れ
、

協
同
組
合
の
組
織
強
化
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
の
県
立
も
の
づ
く

り
大
学
校
「
も
の
づ
く
り
体
験
館
」

オ
ー
プ
ン
に
あ
た
っ
て
は
、
研
修
用
教

材
「
木
造
住
宅
模
型
（
実
寸
大
の
部
分

模
型
）」
を
寄
贈
す
る
な
ど
、
地
域
の

木
造
住
宅
の
担
い
手
育
成
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「
ひ
ょ
う
ご
木
材
フ
ェ

ア
」、「
県
民
農
林
漁
業
祭
」
等
の
イ
ベ

ン
ト
に
積
極
的
に
出
展
し
、
自
ら
も
木

工
教
室
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
る
な

ど
、
県
域
で
木
材
利
用
の
普
及
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

兵
庫
県
功
労
者
知
事
表
彰（
農
林
水
産
功
労
）

　
　
　
　菅
　
長
　
一
　
郎
　氏

株
式
会
社
菅
長
製
材
所
　
代
表
取
締
役

主
な
ご
功
績

　

伊
與
田
安
正
氏
は
、
県
主
催
の
森
林

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
を
受
講
。
森
林
整

備
の
知
識
・
技
術
を
学
ば
れ
る
と
同
時

に
、
１
人
で
横
尾
山
（
神
戸
市
）
の
森

林
整
備
を
始
め
ま
し
た
。
翌
年
に
は
、

氏
の
呼
び
か
け
で
、
荒
れ
た
森
を
整
備

し
地
域
の
癒
や
し
の
森
（
場
）
づ
く
り

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、「
よ
こ
お
み

ち
森
も
り
の
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
や
同
会
で
は
年
間
約
1
0
0
日
、

延
べ
約
千
人
が
活
動
し
、
森
林
・
竹
林

整
備
や
ツ
ツ
ジ
の
森
づ
く
り
、
ハ
イ
キ

ン
グ
道
整
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
中

で
も
散
策
路
沿
い
に
整
備
し
た
ノ
ジ
ギ

ク
の
花
畑
は
、「
こ
う
べ
花
の
名
所
」

に
選
定
さ
れ
、
毎
年
多
く
の
方
々
が
訪

れ
る
地
域
の
憩
い
の
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
様
々
な
活
動
が
、
地
域

住
民
の
緑
化
意
識
の
向
上
に
大
き
く
貢

献
し
、
そ
の
功
績
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
緑
化
功
労
者

国
土
緑
化
推
進
機
構
会
長
賞

　
　
　
　伊
與
田
　
安
　
正
　氏

主
な
ご
功
績

　

平
成
16
年
に
相
生
市
森
林
組
合
常
務

理
事
に
就
任
後
、
最
大
の
懸
案
事
項
で

あ
っ
た
３
組
合
（
上
郡
町
・
相
生
市
・

赤
穂
市
）
の
合
併
に
尽
力
さ
れ
、
合
併

後
は
、
搬
出
間
伐
の
拡
大
に
取
り
組
み

組
合
の
健
全
経
営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

　

県
が
進
め
る
「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ

く
り
」
や
「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」

を
人
工
林
の
少
な
い
当
地
域
で
取
り
組

む
に
は
、
森
林
組
合
の
役
割
は
重
要
と

考
え
、
事
業
地
の
選
定
を
組
合
長
自
ら

が
主
導
さ
れ
る
と
と
も
に
、
組
合
が
実

施
主
体
と
な
っ
て
針
広
混
交
整
備
や
斜

面
対
策
に
も
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
職
員
に
対
し
資
格
取
得
の
積

極
的
指
導
や
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入

を
進
め
る
な
ど
、
安
全
で
魅
力
あ
る
職

場
へ
と
就
労
環
境
の
改
善
に
努
め
ら
れ

ま
し
た
。
近
年
は
、
組
合
員
を
対
象
と

し
た
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
取
扱
指
導
な
ど

安
全
教
育
の
徹
底
に
も
精
力
的
に
取
り

組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

兵
庫
県
功
労
者
知
事
表
彰（
農
林
水
産
功
労
）

　
　
　
　三
　
浦
　
憲
　
之
　氏

は
り
ま
西
森
林
組
合
　
代
表
理
事
組
合
長

主
な
ご
功
績

　

平
成
22
年
10
月
に
兵
庫
県
猟
友
会
姫

路
西
支
部
長
に
就
任
後
、
平
成
25
年
３

月
に
県
猟
友
会
理
事
に
就
任
し
、
現
在

に
至
る
ま
で
の
8
年
３
ヶ
月
の
間
、
同

会
役
員
と
し
て
組
織
の
育
成
強
化
と
円

滑
な
運
営
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
が
推
進
し
て
い
る
野
生
動
物
の
総

合
的
、
科
学
的
、
計
画
的
な
保
護
管
理

（
ワ
イ
ル
ド
ラ
イ
フ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

に
積
極
的
に
参
画
推
進
さ
れ
、
昨
年
度

に
開
催
し
た
狩
猟
事
故
防
止
講
習
会
に

お
い
て
は
、
運
営
に
携
わ
る
と
と
も
に
、

射
撃
指
導
員
と
し
て
、
猟
友
会
員
の
事

故
防
止
・
安
全
確
保
に
向
け
て
会
の
中

心
と
な
っ
て
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
猟
銃
の
適
正
な
所
持
・
使
用

に
つ
い
て
個
別
具
体
的
事
案
に
即
し
て

指
導
可
能
な
知
識
、
技
能
を
有
し
、
会

員
や
初
心
者
に
対
し
適
切
な
指
導
等
を

行
っ
て
お
り
、
狩
猟
に
よ
る
事
故
防
止

に
努
め
る
な
ど
、
安
全
な
狩
猟
活
動
の

実
践
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　山
　
下
　
勝
　氏

一
般
社
団
法
人
兵
庫
県
猟
友
会
　
理
事

主
な
ご
功
績

　

神
戸
市
有
林
（
人
工
林
、
里
山
林
）

の
整
備
を
行
い
、
子
ど
も
達
を
は
じ
め

と
す
る
市
民
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や

森
林
浴
に
適
し
た
環
境
づ
く
り
を
実
施

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
か
ら
2
年
か
け
て
間
伐
材

を
加
工
・
組
み
立
て
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス

「
風
楽
山
荘
」
は
、
活
動
の
拠
点
や
森

の
音
楽
会
、
各
種
研
修
会
、
展
覧
会
等

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
・
高
校
、
専
門
学
校
、
大
学
、
神

戸
市
消
防
学
校
な
ど
の
森
の
手
入
れ
体

験
学
習
を
毎
年
受
け
入
れ
る
な
ど
、
市

民
・
学
生
・
子
ど
も
の
緑
化
思
想
の
普

及
啓
発
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
功
労
者
知
事
表
彰（
環
境
保
全
功
労
）　
　

　
　
　
　
　
こ
う
べ
森
の
学
校

令
和
三
年
度 

県
功
労
者
表
彰
被
表
彰
者
の
皆
様

垣
内
文
秀
氏

　
　
全
林
研
よ
り
感
謝
状

　

５
月
11
日
、
全
国
林
業
研
究
グ
ル
ー

プ
連
絡
協
議
会
（
全
林
研
）
の
総
会
に

お
い
て
、
垣
内
文
秀
氏
（
72
歳
、
宍
粟

市
波
賀
町
上
野
）
が
功
労
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
、
感
謝
状
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

垣
内
氏
は
、
本
業
の
製
材
業
の
傍
ら
、

波
賀
町
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
代
表
を
26

年
間
務
め
ら
れ
、
ハ
タ
ケ
シ
メ
ジ
等
き

の
こ
栽
培
を
中
心
と
し
た
地
域
林
業
グ

ル
ー
プ
活
動
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
表
彰
は
、
兵
庫
県
林
業

研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
の
会
長
を

３
期
６
年
、
全
林
研
の
理
事
を
２
期
４

年
務
め
ら
れ
、
永
年
に
わ
た
り
各
団
体

の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
を
称
え
ら

れ
た
も
の
で
す
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

こ
う
べ
森
の
学
校

事
務
局
長
　
木
　
下
　
英
　
吉

　
　（
神
戸
市
）

　

そ
の
他
に
、
森
に
親
し
ん
で
も
ら
う

試
み
と
し
て
、
整
備
活
動
以
外
に
も
自

然
観
察
、
育
種
・
育
苗
と
植
樹
、
除
間

伐
材
を
利
用
し
た
木
工
品
製
作
、
炭
焼

き
、
キ
ノ
コ
栽
培
な
ど
、
年
間
を
通
じ

て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
保
全
の
大
切
さ
と
面
白

さ
を
体
感
し
て
も
ら
う
た
め
、
森
林
体

験
実
習
・
環
境
学
習
の
受
入
れ
も
行
っ

て
い
て
、
中
・
高
校
、
専
門
学
校
、
大

学
、
神
戸
市
消
防
学
校
な
ど
か
ら
、
森

の
手
入
れ
体
験
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
平

成
28
年
２
月

に
は
、
地
元

小
学
校
に
、

森
の
環
境
学

習
で
保
全
活

動
の
説
明
、

森
の
手
入
れ

体
験
・
自
然

観
察
の
学
習

指
導
を
し
ま
し
た
。

　

会
員
相
互
の
意
見
・
学
習
・
提
案
等

の
発
表
の
場
と
し
て
、
編
集
委
員
会
を

設
置
し
て
、
会
報
を
隔
月
に
発
行
し
、

加
え
て
、
市
民
へ
の
情
報
発
信
の
ツ
ー

ル
と
し
て
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

六
甲
山
緑
化
100
周
年
を
機
に
、
六
甲

の
緑
を
更
に
豊
か
な
森
に
育
て
、
未
来

に
引
き
継
ぐ
た
め
、
市
民
の
熱
意
・
企

業
の
支
援
・
行
政
に
よ
る
場
の
提
供
と

支
援
を
三
本
柱
と
し
て
、
平
成
15
年
11

月
に
設
立
し
ま
し
た
。　

　

長
年
放
置
さ
れ
て
い
た
六
甲
山
の
人

工
林
や
、
自
然
林
の
手
入
れ
を
中
心
に
、

森
林
の
除
間
伐
、
下
草
刈
り
、
山
道
の

整
備
補
修
、
苗
木
の
育
成
・
植
樹
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
活
動
地
の
再

度
公
園
エ
リ
ア
が
、
市
街
地
に
近
い
こ

と
か
ら
、
市
民
が
親
し
み
や
す
い
森
林

公
園
と
な
る
よ
う
毎
週
火
・
木
・
土
曜

日
に
加
え
、
市
民
を
対
象
に
し
た
月
例

会
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
未
経
験
者
を

含
め
、
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
よ

う
安
全
第
一
の
活
動
と
す
る
た
め
に
、

安
全
衛
生
委
員

会
を
設
置
し
、

作
成
し
た
安
全

マ
ニ
ュ
ア
ル
を

も
と
に
、
伐
採

技
術
や
救
命
救

急
の
研
修
会
を

継
続
し
て
取
組

ん
で
い
ま
す
。

風楽山荘前にて撮影
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図２　GIS による施業地ポリゴンの作成と計測

図１　オルソ画像

図５　アンケート結果

造林申請にドローンを
活用したいですか？

図３　講義と演習風景

図４　SfM 処理ソフトウェアを用いた空撮画像からのオルソ画像作成

SfM処理
ソフトウェア

空撮画像からオルソ画像を作成ドローンの施業地における自動飛行と空撮

と「
定
着
」を
促
す
た
め
、
ド
ロ
ー
ン
を

無
料
で
１
か
月
間
貸
与
し
、
期
間
中
は

森
林
組
合
連
合
会
が
相
談
窓
口
と
な
り

技
術
的
な
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
林
業
事
業
体
が
研
修
の
習
熟

度
に
合
わ
せ
た
自
主
演
習
を
実
施
し
、

技
術
習
得
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
し

た
。　

④　
林
業
事
業
体
の
反
応

　

新
し
い
造
林
申
請
に
は
異
な
る
ハ
ー

ド
や
ソ
フ
ト
を
駆
使
し
て
は
じ
め
て
対

応
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

研
修
会
で
は
現
時
点
最
適
と
考
え
ら
れ

る
選
り
す
ぐ
り
の
技
術
を
案
内
し
、
林

業
事
業
体
が
効
率
的
に
技
術
を
習
得
で

き
る
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
各
自

研
修
の
振
り
返
り
が
で
き
る
よ
う
資
料

を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
多

く
の
林
業
事
業
体
が
新
し
い
方
法
に
よ

よ
る
造
林
申
請
に
対
応
し
て
い
き
た
い

と
回
答
し
、
制
度
に
前
向
き
な
声
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３　
農
林
振
興
事
務
所
を
対
象
と
し
た
研
修

　

令
和
２
年
度
の
林
業
事
業
体
を
対
象

と
し
た
研
修
に
つ
い
て
は
、
令
和
７
年

度
ま
で
継
続
的
に
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
の
で
、
新
た
な
造
林
申
請
に
対
応

で
き
る
林
業
事
業
体
は
確
実
に
増
え
て

い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
造
林
申
請
を
受
け
る
農
林
振

興
事
務
所
に
つ
い
て
も
、
新
し
い
方
法

で
の
検
査
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
る

た
め
、
林
務
課
で
「
兵
庫
県
造
林
事
業

竣
工
検
査
内
規 

検
査
方
法（
案
）」
を

作
成
し
、
検
査
員
と
な
る
担
当
職
員
が

模
擬
検
査
を
行
う
研
修
会
を
令
和
３
年

６
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
実
際
に
模
擬
検
査
を

行
っ
た
検
査
員
か
ら
検
査
方
法（
案
）の

問
題
点
や
課
題
、
対
応
策
に
つ
い
て
活

発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

造
林
申
請
・
検
査
に
つ
い
て
は
、
と

も
に
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
方
法
を

取
り
入
れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
兵
庫
県

で
は
制
度
を
運
用
し
な
が
ら
も
適
宜
見

直
し
、
制
度
を
改
善
す
る
取
り
組
み
に

も
注
力
す
る
考
え
で
す
。
手
続
き
の
簡

素
化
と
効
率
化
の
追
求
、
並
び
に
検
査

を
終
え
た
施
業
地
ポ
リ
ゴ
ン
の
森
林
ク

ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
へ
の
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド

を
通
じ
て
の
申
請
資
料
の
有
効
活
用
に

つ
い
て
も
適
切
に
対
応
し
て
い
く
予
定

で
す
。

⑷
Ｓ
ｆ
Ｍ
処
理
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
用
い

て
空
撮
画
像
か
ら
オ
ル
ソ
画
像
を
作

成
す
る
技
術

⑸
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
用
い
て
オ
ル
ソ
画
像
か
ら

施
業
地
の
面
積
や
周
延
長
を
計
測
す

る
技
術

③　
林
業
事
業
体
に
よ
る
自
主
演
習

　

林
業
事
業
体
が
自
主
的
に
演
習
を
行

う
こ
と
に
よ
る
学
び
の
「
振
り
返
り
」

　

兵
庫
県
立
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

を
メ
イ
ン
の
研
修
会
場
と
し
、
ド
ロ
ー

ン
の
空
撮
演
習
は
多
可
町
の
主
伐
・
再

造
林
地
で
行
い
ま
し
た
。　

②　
講
義
と
演
習

　

新
し
い
造
林
申
請
に
対
応
す
る
に
は
、

次
の
⑴
〜
⑸
に
示
す
一
連
の
技
術
習
得

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
林
業
事
業
体
が

こ
れ
ら
の
技
術
を
順
番
に
無
理
な
く
習

得
で
き
る
よ
う
、
１
回
の
研
修
あ
た
り

４
日
間
の
研
修
期
間
を
確
保
し
、
対
面

式
の
講
義
と
演
習
（
屋
内
外
）
を
行
い

ま
し
た
。

⑴
ド
ロ
ー
ン
を
扱
う
基
礎
的
な
技
術

⑵
ド
ロ
ー
ン
の
自
動
飛
行
さ
せ
る
た
め

の
航
路
計
画
を
作
成
す
る
技
術

⑶
ド
ロ
ー
ン
の
施
業
地
に
お
け
る
自
動

飛
行
と
空
撮
の
技
術

ン
保
有
率
は
30
％
で
す
が
、
保
有
し
て

い
て
も
オ
ル
ソ
画
像
の
作
成
に
つ
い
て

は
未
経
験
と
い
う
林
業
事
業
体
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
ま
た
、
施
業
地
ポ
リ
ゴ
ン

の
作
成
や
面
積
な
ど
の
計
測
に
必
要
な

Ｇ
Ｉ
Ｓ
に
つ
い
て
も
、
森
林
整
備
に
必

要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
積
極
的
に
導
入
・

活
用
し
て
い
る
林
業
事
業
体
は
限
ら
れ

て
い
ま
す
。
従
来
の
造
林
申
請
に
必
要

が
な
か
っ
た
た
め
当
然
の
こ
と
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
新

た
な
造
林
申
請
に
対
応
す
る
に
は
、
多

く
の
林
業
事
業
体
が
普
段
使
い
の
技
術

で
は
な
い
目
新
し
い
ハ
ー
ド
や
ソ
フ
ト

を
活
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
造
林
申
請
に
係
る
林
業

事
業
体
の
負
担
軽
減
の
た
め
に
は
、
林

業
事
業
体
自
ら
も
馴
染
み
の
な
い
技
術

を
進
ん
で
習
得
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
研
修
会
は
こ
の
課
題
に
積

極
的
に
取
り
組
む
意
欲
の
あ
る
林
業
事

業
体
を
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら

技
術
的
に
支
援
す
る
内
容
と
し
ま
し
た
。

①　
研
修
会

　

研
修
会
は
、
林
業
事
業
体
に
参
加
募

集
を
案
内
し
、
定
員
10
名
の
規
模
で
２

回
実
施
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
秋
か
ら

の
研
修
と
な
り
、
林
業
事
業
体
に
と
っ

て
は
繁
忙
期
と
重
な
り
ま
し
た
が
、
定

員
を
超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
申
請
資
料
の
適
切
な
管
理
と

有
効
活
用
に
つ
い
て
は
、
施
業
地
ポ
リ

ゴ
ン
を
県
･
市
町
、
林
業
事
業
体
が
ア

ク
セ
ス
可
能
な
兵
庫
県
独
自
の
森
林
ク

ラ
ウ
ド
シ
ス
テ
ム
に
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し

一
元
管
理
す
る
予
定
で
す
。
森
林
整
備

の
履
歴
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
各
主
体

が
将
来
行
う
森
林
整
備
を
検
討
す
る
一

助
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
制
度
化
し
た
「
オ
ル
ソ

画
像
を
活
用
し
た
新
た
な
造
林
申
請
・

検
査
」
を
適
切
に
運
用
し
て
い
く
た
め

に
、
申
請
者
と
な
る
林
業
事
業
体
、
検

査
員
と
な
る
農
林
振
興
事
務
所
の
担
当

職
員
の
そ
れ
ぞ
れ
を
対
象
と
す
る
研
修

会
を
開
催
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
開
催

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

２　
林
業
事
業
体
を
対
象
と
し
た
研
修

　

兵
庫
県
下
の
林
業
事
業
体
の
ド
ロ
ー

伐
地
や
列
状
間
伐
地
な
ど
の
造
林
申

請
・
検
査
に
オ
ル
ソ
画
像
の
利
用
を
認

め
る
規
定
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
森
林
組
合
等
の
林
業

事
業
体
は
、
自
ら
撮
影
し
た
オ
ル
ソ
画

像
を
基
に
、
施
業
地
ポ
リ
ゴ
ン
を
Ｇ
Ｉ

Ｓ
で
作
成
し
、
計
測
し
た
面
積
を
根
拠

に
補
助
金
を
申
請
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

オ
ル
ソ
画
像
に
よ
る
施
業
地
の
判
読

が
可
能
で
あ
る
こ
と
と
い
う
要
件
で
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
労
力
を
要
し

て
い
た
コ
ン
パ
ス
測
量
な
ど
の
現
地
調

査
を
省
略
で
き
る
施
業
地
が
で
て
く
る

こ
と
は
、
申
請
者
で
あ
る
林
業
事
業
体

の
負
担
軽
減
・
省
力
化
に
確
実
に
繋
が

１　
背　

景

　

民
有
林
に
お
け
る
造
林
事
業
等
の
補

助
事
業
に
つ
い
て
は
、
毎
年
全
国
で
約

20
万
箇
所
以
上
で
行
わ
れ
て
お
り
、
そ

の
申
請
と
検
査
の
手
続
き
に
つ
い
て
、

適
正
性
を
保
ち
な
が
ら
の
簡
素
化
と
効

率
化
が
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
補
助
金
交
付
後
に
活
か
さ
れ

る
機
会
の
少
な
い
申
請
資
料
に
つ
い
て

も
、
適
切
な
管
理
の
も
と
デ
ー
タ
を
蓄

積
し
、
将
来
に
行
わ
れ
る
森
林
整
備
に

有
効
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

現
在
、
林
業
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
る
動
き
が
あ
る
な
か
、
林
野

庁
で
は
申
請
と
検
査
の
手
続
き
に
お
い

て
も
新
し
い
技
術
を
積
極
的
に
適
用
す

る
よ
う
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受

け
、
兵
庫
県
で
は
ド
ロ
ー
ン
で
施
業
地

を
空
撮
し
、
作
成
し
た
オ
ル
ソ
画
像
の

計
測
に
よ
っ
て
造
林
申
請
・
検
査
を
進

め
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
令
和
２
年
７
月
に

「
兵
庫
県
造
林
事
業
竣
工
検
査
内
規
」

を
改
定
し
、
オ
ル
ソ
画
像
に
よ
る
施
業

地
の
判
読
が
可
能
で
あ
る
場
合
に
、
主

オ
ル
ソ
画
像
を
活
用
し
た
造
林
申
請
・
検
査
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
林
務
課
造
林
計
画
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
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去
、
簡
易
防
災
施
設
の
整
備
、
ま
た
、

農
林
業
被
害
地
に
お
い
て
、
バ
ッ
フ
ァ

ー
ゾ
ー
ン
や
広
葉
樹
林
化
の
整
備
な
ど

「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
を
支
援
し

ま
す
。

８　

森
林
病
害
虫
被
害
対
策
の
推
進
と

保
安
林
制
度
等
の
適
正
運
用

⑴　

ナ
ラ
枯
れ
等
森
林
病
害
虫
被
害
対

策
の
推
進

　

守
る
べ
き
森
林
等
に
対
す
る
被
害
状

況
の
把
握
及
び
適
切
な
防
除
（
予
防
・

駆
除
）
に
よ
る
被
害
拡
大
防
止
を
支
援

し
ま
す
。

⑵　

保
安
林
制
度
等
の
適
正
な
運
用

　

保
安
林
制
度
や
林
地
開
発
許
可
制
度

の
適
切
な
運
用
に
よ
り
、
無
秩
序
な
森

林
開
発
を
規
制
し
、
森
林
機
能
の
著
し

い
低
下
の
防
止
に
取
組
み
ま
す
。

９　

県
民
総
参
加
に
よ
る
森
づ
く
り
の

推
進

⑴　

社
会
全
体
で
支
え
る
森
づ
く
り
の

推
進

　

イ
ベ
ン
ト
や
森
に
ふ
れ
あ
う
機
会
を

通
し
て
、
森
林
環
境
譲
与
税
や
県
民
緑

税
へ
の
理
解
を
深
め
、
森
林
の
持
つ
多

面
的
機
能
の
周
知
及
び
森
林
整
備
の
必

要
性
を
普
及
し
ま
す
。

⑵　

多
様
な
主
体
に
よ
る
活
動
の
推
進

　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
企
業
等
、
多

様
な
主
体
に
よ
る
森
づ
く
り
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

10　

関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
の
構
築

　

森
林
計
画
制
度
の
運
用
を
担
う
市
町

と
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
ひ
ょ
う

ご
森
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
森

林
施
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
、
森
林
組
合
等
事

業
体
と
の
情
報
収
集
・
提
供
に
努
め
る

な
ど
連
絡
を
密
に
し
、
協
力
体
制
を
強

化
し
、
森
林
経
営
計
画
や
路
網
計
画
の

作
成
・
実
行
、
森
林
環
境
譲
与
税
の
活

用
に
つ
い
て
技
術
的
な
支
援
や
施
策
推

進
に
必
要
な
助
言
・
指
導
等
を
行
い
ま

す
。

　

関
係
者
の
皆
様
と
と
も
に
「
多
様
で

健
全
な
森
林
を
次
代
に
つ
な
ぐ
」
取
組

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
（
林
務
課
林
政
調
整
班
主
幹

　
　
　
　
林
業
普
及
担
当　

倉
橋
路
枝
）

⑴　

バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
の
推
進

　

未
利
用
材
を
含
め
た
素
材
生
産
を
促

し
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
へ
の
計
画

的
・
安
定
的
な
燃
料
用
木
材
の
供
給
を

支
援
し
ま
す
。

６  

森
林
の
適
正
管
理
の
徹
底
に
よ
る

公
益
的
機
能
の
維
持
・
向
上

⑴　
「
新
ひ
ょ
う
ご
の
森
づ
く
り
」
の

推
進
等
に
よ
る
森
林
管
理
の
徹
底

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
な
ど
、
市

町
と
連
携
し
て
森
林
の
適
正
管
理
を
進

め
、
健
全
な
森
林
へ
誘
導
し
ま
す
。

⑵　

荒
廃
し
た
里
山
林
の
再
生

　

地
域
住
民
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等

に
よ
る
森
林
の
保
全
管
理
活
動
な
ど
の

里
山
林
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

７  

森
林
の
防
災
機
能
の
強
化
を
図
る

「
災
害
に
強
い
森
づ
く
り
」
の
推
進

⑴　

危
険
渓
流
域
な
ど
人
工
林
の
防
災

機
能
の
強
化

　

災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
い
人
工
林

に
お
け
る
防
災
施
設
等
の
整
備
、
収
益

性
の
低
い
人
工
林
に
お
け
る
針
広
混
交

林
化
な
ど
「
災
害
に
強
い
森
林
づ
く

り
」
を
支
援
し
ま
す
。

⑵　

里
山
・
都
市
山
に
お
け
る
防
災
機

能
等
の
向
上

　

集
落
に
近
接
す
る
山
腹
崩
壊
危
険
区

域
の
里
山
や
都
市
山
に
お
い
て
、
倒
木

の
危
険
性
の
あ
る
大
径
木
等
の
伐
採
除

４　

野
生
動
物
の
管
理
や
被
害
対
策
の

推
進

⑴　

人
と
野
生
動
物
の
共
生
を
め
ざ
し

た
個
体
数
管
理
・
被
害
管
理

　

野
生
動
物
の
捕
獲
に
よ
る
適
正
な
個

体
数
管
理
、
獣
害
防
護
柵
の
設
置
な
ど

被
害
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

⑵　

集
落
ぐ
る
み
の
鳥
獣
害
対
策

　

専
門
家
に
よ
る
捕
獲
指
導
な
ど
集
落

ぐ
る
み
の
被
害
対
策
を
支
援
し
ま
す
。

⑶　

ジ
ビ
エ
の
利
活
用
の
促
進

　

捕
獲
し
た
野
生
鳥
獣
の
肉
等
の
有
効

活
用
や
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
し
ま
す
。

⑷　

特
定
外
来
生
物
対
策
の
推
進

　

市
町
と
連
携
し
特
定
外
来
生
物
に
よ

る
農
業
被
害
・
生
活
被
害
防
止
を
推
進

し
ま
す
。

５　

バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用
を
通
じ
た
地

域
活
性
化
の
推
進

　

林
業
経
営
に
適
し
た
人
工
林
と
奥
地

等
の
条
件
不
利
地
に
あ
る
人
工
林
の
ゾ

ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
木
材
生
産
と
環
境

保
全
の
調
和
が
と
れ
た
森
林
へ
の
誘
導

に
取
り
組
み
ま
す
。

⑵　

林
業
生
産
基
盤
の
強
化

　

伐
採
か
ら
搬
出
ま
で
の
作
業
を
安
全

か
つ
効
率
的
に
実
施
す
る
た
め
、
路
網

の
整
備
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
を

進
め
、
安
定
的
な
木
材
生
産
体
制
の
整

備
を
支
援
し
ま
す
。

⑶　

魅
力
あ
ふ
れ
る
林
業
経
営
体
の
育

成
　

森
林
・
林
業
の
中
核
的
担
い
手
で
あ

る
森
林
組
合
の
組
織
及
び
経
営
基
盤
を

強
化
し
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業

経
営
を
担
う
林
業
事
業
体
、
林
業
技
術

者
の
育
成
・
確
保
を
図
り
ま
す
。

⑷　

次
代
を
担
う
新
規
林
業
就
業
者
の

確
保

　

就
業
支
援
講
習
や
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
県

立
森
林
大
学
校
の
講
義
・
実
習
の
充
実

等
に
よ
り
、
新
規
就
業
者
の
確
保
対
策

を
推
進
し
ま
す
。

⑸　

主
伐
・
再
造
林
普
及
モ
デ
ル
の
展
開

　

地
域
条
件
に
適
し
た
低
コ
ス
ト
で
効

率
的
な
伐
採
、
更
新
方
法
を
検
討
、
普

及
し
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る

持
続
的
か
つ
安
定
的
な
木
材
の
供
給
を

促
進
し
ま
す
。

　

県
産
木
材
の
魅
力
や
利
用
す
る
こ
と

で
森
林
整
備
が
進
む
こ
と
を
啓
発
す
る

と
と
も
に
、
公
共
施
設
等
の
木
造
・
木

質
化
や
住
宅
・
民
間
施
設
な
ど
へ
の
県

産
木
材
の
利
用
拡
大
を
支
援
し
ま
す
。

⑵　

県
産
木
材
の
安
定
供
給
体
制
の
強

化

　

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
安
定
的
な
供
給
体

制
の
構
築
を
進
め
る
た
め
、
製
材
工
場

の
設
備
等
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

⑶　

木
材
製
品
の
生
産
拠
点
の
形
成
と

輸
出
促
進

　

木
材
の
魅
力
を
活
か
し
た
内
装
材
な

ど
の
木
材
製
品
の
生
産
や
、
輸
出
な
ど

木
材
販
売
経
路
の
多
様
化
の
取
組
を
進

め
ま
す
。

３　

森
林
資
源
の
循
環
利
用

⑴　

人
工
林
の
適
正
な
整
備
の
推
進

　

３
つ
の
普
及
指
導
区
（
阪
神
淡
路
、

中
播
西
播
、
但
馬
丹
波
）
で
重
点
事
項

の
具
体
的
取
組
を
設
定
し
、
主
伐
・
再

造
林
の
推
進
、
原
木
の
安
定
供
給
体
制

の
構
築
や
木
材
の
利
用
促
進
な
ど
地
域

の
様
々
な
課
題
に
対
応
し
ま
す
。
森
林

林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
専
門
技
術
員
が

各
事
務
所
の
林
業
普
及
指
導
員
と
連
携

し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
取
り
組
む
ほ

か
、
最
新
の
知
識
や
技
術
の
提
供
、
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等
を
積
極
的
に
行
い
ま

す
。

■
令
和
3
年
度
林
業
普
及
指
導
事
業
の

　

重
点
事
項

１　

ス
マ
ー
ト
林
業
の
展
開

⑴　

資
源
情
報
の
共
有
化
と
施
業
の
省

力
化
・
効
率
化
の
推
進

　

森
林
ク
ラ
ウ
ド
や
ド
ロ
ー
ン
等
を
活

用
し
、
森
林
資
源
情
報
の
共
有
、
事
業

計
画
の
作
成
を
支
援
し
ま
す
。

２　

県
産
木
材
の
利
用
拡
大
と
加
工
流

通
体
制
の
強
化

⑴　

県
産
木
材
の
利
用
拡
大

　

令
和
３
年
３
月
、
今
後
10
年
間
の
農

林
水
産
行
政
の
施
策
展
開
の
指
針
と
な

る
「
農
林
水
産
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3
0
」

が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
を

補
完
す
る
も
の
と
し
て
、
本
県
が
め
ざ

す
森
林
・
林
業
の
姿
を
示
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
必
要
な
施
策
を
体
系
的
に

整
理
し
た
「
兵
庫
県
森
林
・
林
業
の
展

望
と
推
進
方
針
」
を
策
定
し
、
「
多
様

で
健
全
な
森
林
を
次
代
に
つ
な
ぐ
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
林
学
職
員
が
一
致
団
結

し
て
50
年
後
の
姿
を
展
望
し
た
新
た
な

森
林
・
林
業
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

推
進
方
針
に
基
づ
き
、
地
域
に
密
着

し
た
林
業
普
及
指
導
事
業
を
行
う
た
め
、

現
在
、
県
下
の
各
農
林
（
水
産
）
振
興

事
務
所
に
36
名
、
ま
た
、
全
県
的
な
普

及
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
県
庁
林
務

課
に
１
名
、
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

に
３
名
、
森
林
動
物
研
究
セ
ン
タ
ー
に

３
名
、
県
立
森
林
大
学
校
に
１
名
の
普

及
指
導
員
（
計
44
名
）
を
配
置
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　

令
和
３
年
度
林
業
普
及
指
導
事
業
の
重
点
事
項
と
進
め
方

　
　
〜 

多
様
で
健
全
な
森
林
を
次
代
に
つ
な
ぐ 

〜

  
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兵
庫
県
農
政
環
境
部
農
林
水
産
局
　
林
務
課
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森
の
か
わ
ら
版
（
秋
号
）
令
和
２
年
十
一
月
発
行

　
　
　
　
　
　

（
右
側
が
表
面　

左
側
が
裏
面
）

里
山
づ
く
り
促
進
事
業
実
行

委
員
会

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

第１回フォーラム（平成30年5月5日）

－8－

令
和
３
年
度
狩
猟
免
許
試
験
の
ご
案
内

　

狩
猟
免
許
試
験
を
受
験
さ
れ
る
方

を
対
象
に
、
一
般
社
団
法
人
兵
庫
県

猟
友
会
が
知
識
・
技
能
に
関
す
る
講

習
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
、
５
月

上
旬
に
兵
庫
県
猟
友
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
の
で
、

各
自
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
（
一
社
）兵
庫
県
猟
友
会

　
（
〇
七
八
―
三
六
一
―
八
一
二
七
）

初
心
者
狩
猟
講
習
会
の
ご
案
内

実
施
予
定
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

⑴ 

路
網
線
形
検
討
研
修

　

８
月
18
日
〜
20
日
（
３
日
間
）

　

図
面
、
現
地
か
ら
作
業
道
の
適
切
な

線
形
の
入
れ
方
を
学
び
ま
す
。

⑵ 

林
業
災
害
防
止
研
修

８
月
31
日
、
９
月
28
日
、
10
月
20
日

（
各
１
日
間
）

　

伐
倒
練
習
機
、
風
倒
木
伐
採
訓
練
装

置
を
用
い
た
安
全
で
正
確
な
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
伐
倒
技
能
を
学
び
ま
す
。

⑶ 

特
殊
伐
採
入
門
講
座

10
月
11
日
〜
12
日
（
２
日
間
）

　

人
家
裏
、
道
路
沿
い
と
い
っ
た
特
殊

な
環
境
で
利
用
可
能
な
樹
上
作
業
の
方

法
を
紹
介
し
ま
す
。

⑷ 

広
葉
樹
林
整
備
研
修

９
月
24
日
、
27
日
（
２
日
間
）

　

有
用
広
葉
樹
林
、
防
災
林
、
景
観
保

全
林
等
、
目
的
別
の
整
備
の
考
え
方
・

方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

関
心
の
あ
る
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

（
0
7
8
―

3
6
1
―

8
0
1
0　

村
上
）

（
公
財
）兵
庫
県
営
林
緑
化
労
働
基
金

の
実
施
す
る
林
業
従
事
者
向
け
研
修

「六甲山の災害展」の開催について
兵庫県神戸県民センター六甲治山事務所・農政環境部治山課

■開催日時　令和3年８月17日（火）から29日（日）　9時30分～18時
　　　　　　（入館は17時まで・毎週月曜日は休館）
■開催場所　阪神・淡路大震災記念「人と防災未来センター」西館１Ｆロビー
　　　　　　（神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2）
■問い合わせ先　農政環境部　治山課　計画班　TEL 078-362-3471
■新型コロナウイルス感染症対策のため、パネル展示や映像放映による開催となります。
■「六甲山の災害展ポータルサイト」の開設のお知らせ
　六甲山で発生した災害の歴史や防災の取り組みなど、様々な情報を発信して
　いますのでぜひご覧ください。https://rokkosan-saigaiten.jp/

六甲山の災害展ポータルサイト
トップページ

　

兵
庫
県
で
は
、
今
年
度
も
次
の

と
お
り
狩
猟
免
許
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

多
く
の
方
が
免
許
を
取
得
さ
れ
ま
す
よ

う
、
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

【
狩
猟
免
許
と
は
】

　

狩
猟
期
間
中
に
シ
カ
や
イ
ノ
シ
シ
な

ど
の
狩
猟
鳥
獣
を
捕
獲
す
る
の
に
必
要

な
資
格
で
す
。

　

ま
た
、
県
や
市
町
の
許
可
を
受
け
て

実
施
す
る
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
も
原
則
必

要
で
す
。

【
狩
猟
の
楽
し
み
と
公
益
性
】

　

狩
猟
は
、
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
や
料
理
を

楽
し
む
と
い
う
魅
力
の
ほ
か
、
農
林
業

被
害
を
与
え
る
野
生
動
物
の
生
息
頭
数

を
適
正
に
管
理
す
る
と
い
う
公
益
性
も

兼
ね
備
え
て
い
ま
す
。

　【
免
許
の
種
類
】

　

･
網
猟（
主
に
鳥
類
）

　

･
わ
な
猟（
獣
類
の
み
）

　

･
第
一
種
銃
猟（
装
薬
銃
、
空
気
銃
）

　

･
第
二
種
銃
猟（
空
気
銃
）

　【
試
験
の
日
程
と
場
所
】

　
１
回
目

◇
申
込
期
間

　

５
月
31
日
（
月
）
〜
６
月
18
日（
金
）

◇
知
識
･
適
性
・
技
能
試
験
日
及
び

　

場
所

　

７
月
17
日（
土
）　

姫
路
市

　

７
月
23
日（
金
・
祝
）　

神
戸
市

　

８
月
１
日（
日
）　

洲
本
市
※

　

８
月
１
日（
日
）　

養
父
市
※

　

８
月
９
日（
月
）　

神
戸
市

　

※
洲
本
市
・
養
父
市
は
「
わ
な
猟
試

　
　

験
」
の
み
実
施

　
2
回
目

◇
申
込
期
間

　

７
月
19
日（
月
）〜
8
月
11
日（
水
）

◇
知
識
･
適
性
・
技
能
試
験
日
及
び

　

場
所

　

９
月
６
日（
月
）　

姫
路
市

　

９
月
11
日（
土
）　

三
田
市

　

９
月
19
日（
日
）　

姫
路
市

　

９
月
23
日（
木
・
祝
）　

神
戸
市

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

農
政
環
境
部
鳥
獣
対
策
課

　
（
〇
七
八
―
三
六
二
―
三
四
六
三
）

⑶
「
丹
波
の
里
山
づ
く
り
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

体
験
促
進
事
業

　

実
際
に
里
山
づ
く
り
に
参
加
・
実
践

す
る
た
め
の
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
安
全
講

習
会
の
開
催
、
木
の
駅
体
験
や
伐
採
搬

出
研
修
、
木
の
駅
交
流
会
開
催
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

里
山
づ
く
り
を
長
期
継
続
す
る
に
は
、

活
動
資
金
や
資
源
利
用
が
不
可
欠
で
、

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
用
が
有
効

で
す
。
丹
波
に
は
二
つ
木
の
駅
が
あ
り
、

研
修
用
の
資
機
材
や
木
の
駅
ス
ト
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
の
整
備
に
も
助
成
し
て
い
ま

す
。

３　

課
題
と
今
後
の
取
組
み

　

こ
の
取
組
み
は
四
年
目
を
迎
え
、
安

全
講
習
会
参
加
者
は
三
年
間
で
二
八
〇

名
、
体
験
・
交
流
会
は
延
べ
三
〇
七
名
、

里
山
育
成
研
修
会
は
延
べ
三
一
八
名
と

増
え
ま
し
た
が
、
地
域
で
活
動
組
織
を

立
ち
上
げ
里
山
づ
く
り
を
実
践
す
る
ま

で
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
は
、
受
講
者
の
実
態
調
査
と
、

里
山
づ
く
り
活
動
実
践
を
支
援
し
、
そ

の
内
容
を
Ｐ
Ｒ
動
画
に
ま
と
め
る
予
定

で
す
。

の
活
動
発
表
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内

容
で
平
成
三
十
年
と
令
和
元
年
に
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
（
次
回
は
令

和
六
年
）。

　

ま
た
、
里
山
入
門
の
研
修
会
を
、
里

山
の
基
礎
知
識
、
植
生
調
査
、
モ
デ
ル

団
体
の
活
動
体
験
等
を
テ
ー
マ
に
三
年

間
継
続
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

令
和
二
年
に
は
そ
れ
ま
で
の
活
動
内

容
を
素
材
に
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
を
作
成
し
、

里
山
づ
く
り
の
推
進
に
活
用
し
て
い
ま

す
。

⑵
「
丹
波
の
里
山
づ
く
り
」
発
信
事
業

　

丹
波
地
域
の
モ
デ
ル
と
な
る
里
山
づ

く
り
活
動
団
体
を
認
定
・
支
援
し
、
そ

の
活
動
を
地
域
に
発
信
し
て
い
ま
す
。

令
和
二
年
度
か
ら
は
情
報
誌
「
森
の
か

わ
ら
版
」
を
丹
波
地
域
の
全
戸
に
配
布

し
て
い
ま
す
。

　

モ
デ
ル
団
体
に
は
、
活
動
計
画
策
定

支
援
や
関
係
機
関
と
の
橋
渡
し
役
と
し

て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

あ
え
て
補
助
金
に
よ
る
直
接
支
援
は
せ

ず
、
既
存
補
助
事
業
の
活
用
を
指
導
し

て
い
ま
す
。

１　

は
じ
め
に

　

昭
和
六
三
年
に
丹
波
の
森
宣
言
が
採

択
さ
れ
、
一
世
代
（
三
十
年
）
が
経
過

し
、
美
し
い
里
山
を
次
の
世
代
へ
繋
い

で
い
く
取
組
み
を
、
丹
波
篠
山
市
、
丹

波
市
、（
公
財
）
丹
波
の
森
協
会
と
協

働
し
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２　

取
組
み
内
容

⑴
「
森
を
未
来
に
つ
な
ぐ
」

　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
事
業

　

地
域
住
民
の
意
識
の
醸
成
を
目
的
と

し
て
、
基
調
講
演
、
里
山
づ
く
り
団
体

「
丹
波
の
里
山
づ
く
り
の
促
進
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丹
波
県
民
局　

丹
波
農
林
振
興
事
務
所

普
及
だ
よ
り
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図３　コウヨウザンとスギの平均樹高

図
４　

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
（
宍
粟
市
、

　
　
　

２
成
長
期
経
過
後
、
高
さ
243
㎝
）

図
７　

ウ
サ
ギ
の
食
害
を
受
け
た
コ
ウ
ヨ
ウ

　
　
　

ザ
ン
（
神
河
町
、
植
栽
後
２
ヶ
月
）

図６　コウヨウザンの葉

図２　植栽図（神河町）

図１　植栽図（宍粟市）

表１　調査地の概要

図５　地形ごとのコウヨウザンとスギ
　　　　の平均樹高±標準偏差（宍粟市）

技
術
シ
リ
ー
ズ

技
術
シ
リ
ー
ズ

技
術
シ
リ
ー
ズ

谷地形

樹
高（
cm
）

0

50

100

150

200

250

尾根地形

コウヨウザン

スギ

樹
高（
cm
）

0

100

200

植栽時 1年目 2年目

宍粟市コウヨウザン
宍粟市スギ
神河町コウヨウザン
神河町スギ

２　

調
査
地

　

宍
粟
市
と
神
河
町
に
調
査
地
を
設
定

し
ま
し
た
（
表
１
）。
２
０
１
９
年
３

月
に
植
栽
し
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、

２
成
長
期
ま
で
の
デ
ー
タ
が
得
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

宍
粟
市
で
は
、
４
箇
所
に
分
け
て
植

栽
し
、
全
箇
所
に
シ
カ
防
護
柵
を
、
１

箇
所
に
は
シ
カ
防
護
柵
に
加
え
て
ウ
サ

ギ
防
除
用
の
高
さ
70
㎝
の
ツ
リ
ー
シ
ェ

ル
タ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
（
図
１
）。

神
河
町
で
は
、
シ
カ
防
護
柵
（
ス
カ
ー

ト
ネ
ッ
ト
付
き
）
を
設
置
し
ま
し
た

（
図
２
）。

３　

結
果
と
考
察

　

２
年
目
ま
で
の
平
均
樹
高
を
図
３
に

示
し
ま
す
。
宍
粟
市
の
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン

は
、
２
年
目
平
均
で
188
㎝
と
既
に
下
刈

り
が
不
要
な
ま
で
に
成
長
し
て
お
り
、

対
照
の
ス
ギ
の
樹
高
の
1.7
倍
と
な
っ
て

い
ま
す
。
神
河
町
の
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は

102
㎝
で
、
ス
ギ
と
有
意
差
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
宍
粟
市
と
神
河
町
の
コ
ウ

ヨ
ウ
ザ
ン
の
成
長
差
は
、
主
に
気
候
条

件
の
差
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。

合
板
、
Ｌ
Ｖ
Ｌ
、
パ
レ
ッ
ト
の
作
製
試

験
が
行
わ
れ
て
お
り
、
特
に
利
用
上
問

題
は
な
い
と
の
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

原
木
丸
太
の
強
度
で
は
、
22
年
生
の
原

木
は
Ｅ
70
が
最
も
多
く
、
34
〜
52
年
生

の
原
木
は
Ｅ
90
が
最
も
多
い
と
い
う
報

告
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
林
齢
が
上
が
れ

ば
強
度
が
高
く
な
る
よ
う
で
す
。

1　

は
じ
め
に

　

近
年
早
生
樹
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

る
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
（
漢
字
表
記
で
は
広

葉
杉
）
は
、
中
国
原
産
の
ヒ
ノ
キ
科
コ

ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
属
の
常
緑
針
葉
樹
で
、
中

国
南
部
で
は
代
表
的
な
造
林
樹
種
と
な

っ
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
内
で
は
林
分
と

し
て
は
神
戸
市
立
森
林
植
物
園
に
あ
る

も
の
が
唯
一
で
、
寺
社
の
境
内
な
ど
に

単
木
的
な
植
栽
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
成
長
が
早
く
強
度
が
高

い
樹
種
と
し
て
、
東
日
本
に
カ
ラ
マ
ツ

が
多
く
植
栽
さ
れ
て
お
り
、
合
板
用
材

と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ウ
ヨ

ウ
ザ
ン
は
東
日
本
の
カ
ラ
マ
ツ
に
相
当

す
る
、
気
候
的
に
西
日
本
に
適
し
た
樹

種
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
で
は
２
０
１
５
年
頃
か
ら
コ
ウ

ヨ
ウ
ザ
ン
の
研
究
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

生
育
で
き
る
森
林
の
タ
イ
プ
は
照
葉
樹

林
帯
と
さ
れ
、
材
積
は
30
年
生
で
600
㎥

／
ha
程
度
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
用

途
と
し
て
、
正
角
、
平
角
、
集
成
材
、

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
植
栽
後
２
年
間
の
成
長

　
兵
庫
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
　
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髙
山
　
　
勉
　

は
影
響
し
て
い
る
要
因
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｉ
は
周
辺
と
の
高
低
差
を
表
す

数
値
で
、
Ｔ
Ｐ
Ｉ
が
＋
の
場
合
を
尾
根

地
形
、
－
の
場
合
を
谷
地
形
と
す
る
と
、

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
谷
地
形
で
樹
高
が
高

く
（
図
５
）、
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
を

付
け
る
と
樹
高
が
低
く
な
り
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
樹
高
と
地
形
の
関

係
か
ら
、
表
層
土
壌
の
厚
い
場
所
で
よ

り
成
長
が
良
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
ス
ギ
よ
り
も

下
枝
が
発
達
す
る
傾
向
が
あ
り
、
下
枝

が
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
内
に
閉
じ
込
め

　

次
に
、
線
型
モ
デ
ル
と
い
う
手
法
を

使
っ
て
、
宍
粟
市
の
２
年
目
樹
高
に
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
要
因
を
解
析
し
た

と
こ
ろ
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
Ｔ
Ｐ
Ｉ

（
地
形
位
置
指
数
、
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
で
算

出
）
と
ツ
リ
ー
シ
ェ
ル
タ
ー
の
有
無
が

影
響
し
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
ス
ギ
に

ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
光
合
成
量
の
減
少

が
成
長
に
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

ま
し
た
。

４　

獣
害

　

宍
粟
市
で
シ
カ
柵
の
外
に
植
栽
し
た

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
６
本
は
、
全
て
シ
カ
の

食
害
を
受
け
て
お
り
、
枯
死
し
た
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
５
本
は
樹
高
が
植

栽
時
よ
り
低
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
葉

先
が
尖
っ
て
い
る
た
め
手
が
触
れ
る
と

と
て
も
痛
い
の
で
す
が
、
シ
カ
に
は
通

用
し
な
い
よ
う
で
す
。

 　

神
河
町
で
は
、
シ
カ
柵
に
高
さ
約
50

㎝
の
ス
カ
ー
ト
ネ
ッ
ト
を
付
け
て
い
ま

す
が
、
本
数
率
で
20
％
が
ウ
サ
ギ
の
食

害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。
ス
ギ
は
被
害
に

遭
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ウ
サ
ギ
は
選
択
的

に
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
を
食
害
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
当
県
内
で
は
シ
カ
対
策

は
必
須
で
、
ウ
サ
ギ
の
生
息
域
で
は
ウ

サ
ギ
の
対
策
も
必
要
で
す
。 

５　

お
わ
り
に

　

１
９
６
０
年
代
の
早
生
樹
ブ
ー
ム
の

失
敗
は
、
造
林
適
地
の
見
誤
り
も
原
因

の
一
つ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も

植
栽
適
地
に
つ
い
て
検
討
を
続
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
考
資
料　
（
国
研
）森
林
総
合
研
究
所

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
編
（
２
０
２
１
）

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
の
特
性
と
増
殖
マ
ニ
ュ

ア
ル
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心
去
り
平
角
材
と
心
持
ち
平
角
材
に
違

い
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

 

今
後
も
乾
燥
試
験
を
継
続
し
、
ス
ギ

心
去
り
平
角
材
の
乾
燥
手
法
の
確
立
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

３　

結
果
と
考
察

　

図
２
に
乾
燥
後
24
週
間
の
含
水
率
の

変
化
量
を
示
し
ま
す
（
以
下
、
数
値
は

平
均
値
）。
乾
燥
直
後
の
含
水
率
は
全

数
で
16
・
9
％
で
し
た
が
、
乾
燥
後
24

週
時
に
は
13
・
1
％
と
な
り
、
全
て
の

材
で
20
％
以
下
に
減
少
し
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
、
心
去
り
平
角
材
の
含
水
率
は

17
・
1
％
か
ら
12
・
8
％
に
な
り
、

4
・
3
％
減
少
し
ま
し
た
。
心
持
ち
平

角
材
の
含
水
率
は
、
16
・
6
％
か
ら

13
・
3
％
と
な
り
、
3
・
3
％
減
少
し

ま
し
た
。
心
去
り
平
角
材
と
心
持
ち
平

角
材
に
お
い
て
、
乾
燥
後
24
週
間
の
含

水
率
の
変
化
量
に
有
意
な
差
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
（Student`s t-test

）。

　

次
に
、
図
３
に
乾
燥
後
24
週
間
の
反

り
の
変
化
量
を
示
し
ま
す
。
乾
燥
直
後

の
反
り
は
、
心
去
り
平
角
材
で
は
1
・

70
㎜
、
心
持
ち
平
角
材
で
は
1
・
75
㎜

で
あ
り
、
有
意
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
（W

elch`s t-test

）。
乾
燥
後
24

週
間
の
反
り
の
変
化
量
は
、
心
去
り
平

角
材
で
は
マ
イ
ナ
ス
0
・
28
㎜
、
心

持
ち
平
角
材
で
は
マ
イ
ナ
ス
0
・
18

㎜
で
あ
り
、
有
意
な
差
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
（Student`s t-test

）。

　

今
回
の
試
験
で
は
、
工
務
店
な
ど
の

利
用
者
が
懸
念
す
る
よ
う
な
、
乾
燥
後

に
生
じ
る
反
り
な
ど
の
変
形
に
つ
い
て
、

高
温
乾
燥
さ
れ
た
ス
ギ
の
心
去
り
平
角

材
及
び
心
持
ち
平
角
材
の
含
水
率
と
反

り
に
つ
い
て
、
乾
燥
直
後
か
ら
乾
燥
後

24
週
間
の
変
化
量
を
調
べ
ま
し
た
。

２　

試
験
方
法

　

試
験
材
に
は
、
製
材
寸
法
225
㎜
×
135

㎜
×
3
m
（
仕
上
げ
寸
法
210
㎜
×
120
㎜

×
3
m
）
の
ス
ギ
心
去
り
・
心
持
ち
平

角
材
、
各
10
本
を
用
い
ま
し
た
（
心
去

り
平
角
材
は
製
材
直
後
に
修
正
挽
き
）。

県
内
の
製
材
工
場
に
お
い
て
高
温
乾
燥

さ
れ
た
、
乾
燥
直
後
の
未
仕
上
げ
材
を

当
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
し
、
平
衡
含
水
率

が
平
均
12
・
3
％
の
屋
内
に
静
置
し
ま

し
た
。

　

含
水
率
及
び
長
さ
方
向
の
反
り
の
計

測
を
、
乾
燥
直
後
か
ら
24
週
間
行
い
ま

し
た
。
反
り
は
、
幅
の
広
い
面
に
水
糸

を
張
り
、
長
さ
方
向
の
中
央
位
置
で
、

試
験
材
と
水
糸
の
す
き
間
を
ス
ケ
ー
ル

で
計
測
し
ま
し
た
。
試
験
終
了
後
に
は
、

中
央
と
両
端
付
近
か
ら
試
験
片
を
切
り

出
し
、
含
水
率
を
測
定
し
ま
し
た
。

１　

は
じ
め
に

　

人
工
林
の
高
齢
化
に
伴
っ
て
、
大
径

材
の
流
通
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
大
径
材
は
需
要
が
少
な
く
、
単
価

が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
径
材

の
利
用
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大
径
材

化
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
、
２
丁
取

り
の
心
去
り
平
角
材
（
図
１
）
を
普
及

さ
せ
る
た
め
、
良
質
な
乾
燥
材
の
生
産

技
術
の
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
心
去
り
平
角
材
は
乾
燥
仕

上
げ
後
で
も
反
り
な
ど
の
変
形
が
発
生

す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
懸
念
が

工
務
店
な

ど
の
利
用

者
に
あ
り
、

普
及
を
阻

む
一
因
と

な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
こ
で
、

こ
の
試
験

研
究
で
は
、

ス
ギ
心
去
り・
心
持
ち
平
角
材
の
乾
燥
後
の
含
水
率
と
反
り
の
変
化

　
兵
庫
県
立
農
林
水
産
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー
　
森
林
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
　
千
恵

　

※　
乾
燥
後
24
週
間
の
変
化
量
は
、乾
燥
後
24
週
時
の

　
　
含
水
率（
反
り
）―
乾
燥
直
後
の
含
水
率（
反
り
） 図２　乾燥後24週間の含水率の変化量図３　乾燥後24週間の反りの変化量

図１　心持ち・心去り平角材の模式図
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兵庫の林業　№ 297　2021.7

緑を育み水をつくる水源林造成事業
分収林方式により、水源林造成事業を進めています
対象地は無立木地など、公益的機能の低下した水源かん養保安林です

〒650-001２　神戸市中央区北長狭通5丁目5番18号
TEL 078-341-4070　 FAX 078-341-4071
HP  https://hyogo-green.net/

公益社団法人　兵庫県緑化推進協会

緑の募金へのご協力をお願いいたします

● 郵便振込（手数料協会負担）
　 専用の払込取扱票をお送りしますので、兵庫県緑化推進協会　⇨
　 に直接お問い合わせください。
● 銀行振込（手数料必要）
　 口座：三井住友銀行　兵庫県庁出張所
　 普通 3198438　公益社団法人　兵庫県緑化推進協会

● 郵便振込（手数料協会負担）
　 専用の払込取扱票をお送りしますので、兵庫県緑化推進協会　⇨
　 に直接お問い合わせください。
● 銀行振込（手数料必要）
　 口座：三井住友銀行　兵庫県庁出張所
　 普通 3198438　公益社団法人　兵庫県緑化推進協会

　いつも緑の募金にご協力いただき、ありがとうございます。
　緑の募金は、森林ボランティア活動への支援や、子どもたちの環境学習などに活用しています。
　ご協力いただける場合は、次の方法でお願いいたします。

国立研究開発法人森林研究・整備機構
森林整備センター近畿北陸整備局

TEL(078)362-5800
FAX(078)362-5802

TEL(078)351-3341兵庫県水源林造林協議会
神戸水源林整備事務所

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5番 18 号
　　　　　　　　　　（兵庫県林業会館内）

ご寄附の方法

検索兵庫県緑化推進協会

災害のない安全で安心な社会
　　●治山、林道、造林事業の推進
　　●山地防災・土砂災害対策計画

一般社団法人　兵庫県治山林道協会一般社団法人　兵庫県治山林道協会

HP　兵庫県治山林道協会

〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5-18
TEL:078-371-0210　FAX:078-371-6632
〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5-18
TEL:078-371-0210　FAX:078-371-6632

安全と作業効率を追求し続けるハスクバーナは、
プロが認めるチェンソーの最高峰です。
革新的な技術を融合し、これまで以上の加速と
トルクで他に類のない鋸断能力を発揮します。
新登場550XP-MarkⅡ、ぜひお試しください。

本当の価値が分かる方へ！

愛　林　興　業　株　式　会　社

■５５０ＸＰ/ＸＰＧ‐ＭａｒｋⅡ

■排気量：50.1㎤
■出　力：2.8KW　　■質　量：5.3/5.5㎏（XPG）

AutoTune
本　社
神崎店
但馬店

姫路市飾磨区恵美酒294-3
神崎郡神河町吉冨1409-2
養父市上野1357

TEL(079)234-8181番㈹
TEL(0790)32-0570番
TEL(079)664-2101番

林業･木材製造業労働災害防止協会兵庫県支部 
〒650-0012　神戸市中央区北長狭通5丁目5番18号　兵庫県林業会館3階

Tel：078-371-0607　Fax：078-371-7662　　URL：http://www1.odn.ne.jp/hyogomokuren/rinsaibou/

林業 木材製造業労働災害防止協会兵庫県支部

　

職
場
に
お
け
る
熱
中
症
で
亡
く
な

る
方
、
４
日
以
上
仕
事
を
休
む
方
が

増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
厚
生
労
働
省
で
は
、

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
熱
中
症「
ク
ー
ル
ワ
ー
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

各
事
業
場
で
も
、
事
業
者
、
労
働

者
の
皆
様
ご
協
力
の
も
と
、
次
の
熱

中
症
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　
①
休
憩
場
所
の
整
備

身
体
を
適
度
に
冷
や
す
こ
と
の
で

き
る
物
品
等
の
設
置

水
分
・
塩
分
の
補
給
を
行
え
る
飲

料
水
等
の
備
え
付
け

②
涼
し
い
服
装
な
ど

透
湿
性
及
び
通
気
性
の
良
い
服
装・

ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
の
着
用

③
作
業
時
間
の
短
縮

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
値
）
が
高

い
と
き
は
、
単
独
作
業
を
控
え
、

暑
さ
指
数
に
応
じ
て
作
業
の
中
止
、

こ
ま
め
に
休
憩
を
と
る
な
ど
の
工

夫
を
す
る

④
熱
へ
の
順
化

暑
さ
に
慣
れ
る
ま
で
の
間
は
十
分

に
休
憩
を
取
り
、
１
週
間
程
度
か

け
て
徐
々
に
身
体
を
慣
ら
す

⑤
水
分
・
塩
分
の
摂
取

の
ど
が
渇
い
て
い
な
く
て
も
定
期

的
に
水
分
・
塩
分
を
取
る

⑥
プ
レ
ク
ー
リ
ン
グ

休
憩
時
間
に
も
体
温
を
下
げ
る
工

夫
を
す
る

⑦
健
康
診
断
結
果
に
基
づ
く
措
置

糖
尿
病
、
高
血
圧
症
、
心
疾
患
、

腎
不
全
、
精
神
・
神
経
関
係
の
疾

患
、
広
範
囲
の
皮
膚
疾
患
、
感
冒
、

下
痢
な
ど
が
あ
る
と
熱
中
症
に
か

か
り
や
す
く
な
る
た
め
、
医
師
の

意
見
を
き
い
て
人
員
配
置
を
行
う

⑧
日
常
の
健
康
管
理
な
ど

前
日
の
お
酒
の
飲
み
過
ぎ
は
な
い

か
、
寝
不
足
で
は
な
い
か
、
当
日

は
朝
食
を
き
ち
ん
と
と
っ
た
か
な

ど
、
管
理
者
は
確
認
す
る

熱
中
症
の
具
体
的
症
状
に
つ
い
て

説
明
し
、
早
く
気
づ
く
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
す
る

⑨
労
働
者
の
健
康
状
態
の
確
認

作
業
中
、
管
理
者
は
も
ち
ろ
ん
、

作
業
員
同
士
お
互
い
の
健
康
状
態

を
よ
く
確
認
す
る

　
〜
少
し
で
も
異
変
を
感
じ
た
ら
〜

　
○
少
し
で
も
本
人
や
周
り
が
異
変
を

感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
病
院
に
運
ぶ

か
、
救
急
車
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い

○
病
院
に
運
ぶ
ま
で
は
一
人
き
り
に

　

せ
ず
、
必
要
に
応
じ
て
水
分
・
塩
分

の
摂
取
を
行
い
、
効
率
的
な
体
温

の
低
減
措
置
を
講
じ
て
く
だ
さ
い

熱
中
症
対
策 

̶　営業品目　̶

E-mail:info@greenkousan.co.jp
URL http://www.greenkousan.co.jp

̶　営業品目　̶

E-mail:info@greenkousan.co.jp
URL http://www.greenkousan.co.jp

森林部門 ・・・・・素材生産・森林整備・危険木伐採
土木部門 ・・・・・公共土木・一般土木工事
緑化部門 ・・・・・公共緑化工事・一般造園工事
建築部門 ・・・・・新築・リフォーム・エクステリア工事

森林部門 ・・・・・素材生産・森林整備・危険木伐採
土木部門 ・・・・・公共土木・一般土木工事
緑化部門 ・・・・・公共緑化工事・一般造園工事
建築部門 ・・・・・新築・リフォーム・エクステリア工事

土・木・緑・そして人
　とりもどそう　人にやさしい環境

〒671-4141
兵庫県宍粟市一宮町東河内1003
TEL 0790(72)1553 FAX 0790(72)2327

〒671-4141
兵庫県宍粟市一宮町東河内1003
TEL 0790(72)1553 FAX 0790(72)2327

株式会社
グリーン興産
株式会社
グリーン興産

林土連研究社
代表取締役 岡 田 恒 夫

本　　社　〒100-0014 東京都千代田区永田町2-4-3永田町ビル6階
TEL03-3580-0907  FAX03-3504-1687

川口支店 〒332-0002 埼玉県川口市弥平3-2-24
TEL048-222-7211  FAX048-222-1914

株式会社



柿をバックに橋本さん（左）と
加藤さんのツーショット

橋本宅の大柿全景

腐朽が進む幹の地際部分

幹上部の剪定跡　　　　　　　　
ここから腐朽が進んだと思われる

兵
庫
の
林
業
　第
二
九
七
号

西
脇
市
野
村
町
四
七
一

電
話
〇
七
九
五
―
二
二
―
三
二
二
六

一
般
社
団
法
人

兵
庫
県
林
業
会
議
発
行

ウ
ニ
ス
ガ
印
刷
株
式
会
社

丹
波
篠
山
市
の
森
林
組
合
長
の
加
藤
さ

ん
に
案
内
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

当
主
の
橋
本
さ
ん
に
色
々
な
話
を
伺

っ
た
。
こ
の
柿
は
「
ク
ボ
柿
」
と
い
う

品
種
の
甘
柿
で
あ
る
。

　

読
者
の
皆
様
は
「
ク
ボ
柿
」
と
い
う

柿
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？
昨
今
、
目
に

す
る
こ
と
が
め
っ
き
り
減
っ
た
と
感
じ

る
の
は
筆
者
ば
か
り
で
は
な
い
と
思
う
。

や
や
小
ぶ
り
で
、
卵
型
を
し
た
実
を
た

わ
わ
に
つ
け
る
柿
で
あ
る
。
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
で
売
っ
て
い
る
「
富
有

柿
」
な
ど
と
異
な
り
、
高
級
感
に
は
欠

け
る
が
、
甘
く
て
美
味
し
い
柿
で
あ
る
。

　

丁
度
同
じ
時
期
に
植
え
た
ス
ギ
の
木

を
伐
採
し
た
折
、
年
輪
を
数
え
た
と
こ

ろ
300
年
程
で
あ
っ
た
の
で
、
樹
齢
は
約

300
年
で
あ
ろ
う
と
の
こ
と
で
あ
る
。
橋

本
さ
ん
は
自
分
で
10
代
目
く
ら
い
だ
と

お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
た
。
20
年
程
前
に

枝
の
大
剪
定
を
し
、
今
に
至
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

と
り
た
て
て
、
こ
の
柿
の
呼
び
名
は

な
い
そ
う
だ
が
、「
大
き
な
柿
の
木
が

あ
る
お
宅
」
と
し
て
、
世
間
か
ら
親
し

ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
柿
は
一
見
、
健
全
そ
う
に
み
え

る
が
、
根
元
か
ら
１
ｍ
あ
た
り
の
幹
表

面
を
た
た
く
と
、
ど
う
も
空
洞
の
音
が

し
た
。
ど
う
や
ら
部
分
的
に
内
部
が
腐

朽
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
今
ど
う

こ
う
言
う
も
の
で
は
な
い
が
、
長
い
目

で
み
て
、
外
科
的
治
療
も
必
要
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
「
ク
ボ
柿
」
と
言
え
ば
、
筆
者
の
子

供
の
頃
の
情
景
が
鮮
明
に
蘇
っ
て
く
る
。

家
の
近
所
に
小
さ
な
教
会
が
あ
り
、
そ

の
境
内
に
「
ク
ボ
柿
」
の
柿
の
木
が
１

本
あ
っ
た
。
遊
び
に
呆
け
て
、
腹
が
減

る
と
、
そ
の
柿
の
実
を
採
っ
て
食
べ
て

い
た
情
景
で
あ
る
。
教
会
の
所
有
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
子
供
が
自
由
に

食
べ
て
も
何
一
つ
叱
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

現
在
、
橋
本
家
の
柿
の
実
は
も
っ
ぱ

ら
、
野
生
の
サ
ル
や
野
鳥
に
ほ
と
ん
ど

食
べ
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

出
来
れ
ば
、
秋
の
実
の
シ
ー
ズ
ン
に

ま
た
訪
れ
、
実
を
再
び
食
べ
て
み
た
い

も
の
で
あ
る
。

　
　
　

樹
木
医　
　
　
　
　

橋
本
光
政

　
　
　

樹
木
医　
　
　
　
　

宮
田
和
男

　
　
　

樹
木
医　
　
　
　
　

塩
見
晋
一

兵
庫
の
巨
樹
・
巨
木
(38)

神
戸
市
中
央
区
北
長
狭
通
五
―
五
―
十
八
（
兵
庫
県
林
業
会
館
内
）

電
話
〇
七
八
―
三
五
一
―
三
三
四
一

41
丹
波
篠
山
市
の
柿

【
幹
周
190
㎝
・
根
元
回
り
310
㎝
樹
高
約

8
ｍ
・
樹
齢
約
300
年
？
】

丹
波
篠
山
市
落
方
558
番
地

　

柿
の
季
節
に
は
少
し
早
い
が
、
今
回

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
の
は
丹
波
篠
山

市
の
柿
の
古
木
で
あ
る
。
県
下
全
体
で

み
れ
ば
、
準
巨
木
レ
ベ
ル
の
サ
イ
ズ
で

あ
る
。

　

丹
波
篠
山
市
の
北
部
、
京
都
府
の
菟

原
に
ぬ
け
る
途
中
に
橋
本
成
幸
さ
ん
の

お
宅
が
あ
り
、
そ
の
傍
ら
に
柿
の
大
木

が
あ
る
。
今
回
は
県
職
の
O
B
で
現
在


